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Ⅰ．第３回全国集会開催 

ＫＢＳを卒業以来、はや３８年。皆それなりに年を重ね、夫々がそろそろ経年疲労を

訴えるトシになった。 
我々K3 期生は、１９７１年９月１６日に日吉学生会館で入学式を行った。 
その後、約１０ヶ月の KBS 修行を終えて、１９７２年６月１９日、２０日、伊豆下

田プリンスホテルの卒業合宿とパーテイーを最後に旅立った。 
パーテイーの席上、我が KBS３期生５６名をもじって、会の名前を「サンゴロー会」

と命名して以来、まもなく４０年。ほとんどのメンバーが「イーブン・デイ」を過ぎ

たことになる。 
先の２０１０年７月３日、日吉キャンパス内の「ファカルテイー・ラウンジ」で第３

回目となる「サンゴロー全国集会」を行った。 
既に１０年前、きりの良い２０００年に、卒業時に製作したタイムカプセルオープン

を目玉として４０名を越える仲間が集まった経過がある。その折は、新校舎の地中深

く埋められたカプセルを残念ながら見つけることが出来なかった。当時の小野校長先

生の陣頭指揮で小型ユンボを使ってまで探して頂いたのだが、結局発見出来なかった

悔しい思い出が残った。 
今回はその２０００年の集会の際に製作した「第２次タイムアタッシュケ－ス」のオ

ープンセレモニーを無事に実行出来た。ケースは現校長の河野先生のご好意で、なん

と新校舎のショーケース内に保管頂いていたのだ。 
久しぶりに集まったメンバーは夫人を含めて全国から２４名。それに当時お世話にな

った３名の先生にもご参加頂いた。真に遺憾ながら、サンゴローメンバーのうち４名

が亡くなった。実に寂しい限りだが我々の心の中では今でも３５６と確認して偲んだ。 

 



当日は、渡部ビジネススクール事務長先導による 
新校舎内見学の後、河野校長先生からの祝賀メッ 
セージを秘書の藤尾さんが代読、差し入れて頂い 
たシャンパンで乾杯してパーテイーが始まった。 
タイムケースのオープンや次回のために「サンゴ 
ロー会特製Ｔシャツ」に参加者全員のメッセージ 
とサイン、全員記念写真撮影などの楽しく騒がし 
い３時間を、曽根氏の名司会で過ごすことが出来、 
まずは大成功であったと思う。 
準備段階では、関堀氏を実行委員長とし、青山氏、 
相馬氏、平沢氏と小生等で進めたが、４０年近く 
経過するとまずは名簿・住所の確認が大変だった。 
東京以外在住でもほとんどのメンバーは何らかの連絡が取れているが、数名が判明出

来ずに苦労した。丁度、ＫＢＳサイドでは卒業生の「慶応義塾」塾員登録の作業が行

われており、藤尾秘書から小生への問い合わせ確認を展開中だったのが幸いし、ご協

力により不明者のかなりが確認出来た。 
藤尾秘書にはこの名簿作成から始まって当日までの準備やタイムケースの確認、校長

先生や事務局との連絡のほか、当日は会場に詰めて頂いて、なにからなにまでお手伝

い願った。ＫＢＳの後輩という気安さからお願いしてしまったが、本当にお世話にな

りました。 
河野校長先生、渡部事務長、藤尾秘書嬢、有難うございました。 
さて次回だが、皆それぞれ経年疲労も出始めたので１０年後ではなく５年後の２０１

５年に第４回を開催することとした。みんな元気で笑顔でまた会いましょう。今回製

作のタイムケースは盛りだくさんですぞ。                   
 
Ⅱ．サンゴロー勉強会と２０１０年度忘年会 
 １９７１年に卒業以来、在京の有志による勉強会をほとんど毎月都内のレストラン

などで夕食を取りながら、ズーと４０年近く続けている。ＫＢＳ在校はわずか１０ヶ

月だったので、その後の勉強会の成果は実に大きい。参加メンバーが持ち回りで適当

なテーマを選んで調べたことなどを報告して議論する。直近の政治、経済などの時事

問題や、貴重な経験談なども話題となり、時折はゲストも呼ぶこともある。１回の費

用が各自５千円相当なのですでにＫＢＳの授業料以上の投資となるがきちんと元は

取れていると参加者は認識している。 
２０１０年度は７回実施。「政権交代」のテーマでは菅総理側近がゲストスピーカー

だったこともあって１７名が出席した。 
毎年１２月は各人の近況報告を兼ねての忘年会が恒例となっており、先の１２月３日、

三田のＮＥＣ芝クラブに１３名が集まって今年を締めた。 
あっという間の３時間。暖かい夜だったので２次会、３次会もあった由。 
幸い、飲んで暴れるほどのメンバーはいないので、ＴＶには出ない。 
                           （会長 大野慎一 記） 



＜Ｋ７だより＞ 

 

今年のＫ７同期会が終了しました 
 

野々垣 顕 彦（藤枝ゼミ） 

 

今年のＫ７同期会は１１月１２日(金)、品川高輪和彊館にて２５人が参加して

賑やかに行われました。幹事をされた古川ゼミの水野さん、柳原ゼミの広田さん、

嶋口ゼミの島田さん、また万年会計の王子さんに厚くお礼申し上げます。 

 今回はゴルフはやりませんでした。多分、今後も実施されないと思います。 

 来年の幹事は小野ゼミの秦泉寺さん、関本ゼミの伊藤さんにお願いすることと

なり、平成２３年１１月１１日(金)、品川高輪和彊館にて開催、と決まりました。

また、大勢の方のご参加をお待ちしています。 

 

 ＜名古屋会合の計画について＞ 

 席上、来年３月、名古屋で焼き鳥屋をやっている藤枝ゼミ武井さんの店を訪問

して、翌日、ゴルフをするという計画が持ち上がりました。 

 初日、平成２３年３月某日夜＝焼き鳥「たけ井」(名古屋市中区)で会食 

 翌日、ゴルフ(コース未定) 

幹事の広田さんから、後日、ご案内がありますので奮ってご参加下さい。 

 

 



M8同期会
廣瀬 壽美

M8では、KBS卒 業 20年を契機に年 2回同期会を開催しています。
今年は、ファイザー株式会社の社長に就任されました梅田さんの社長就任祝いを兼ねま

して、表参道のカフェ オール・工・ダン (同期会会長の堀さんが社長を勤められるポ
ッカコーポレーションさんのお店です。表参道ヒルズの隣ですので是非お立ち寄り下さ

い)で 2月 5日 (金)に開催しました。

今回は、シンガポールより木村さん、福岡から曽根さん、山形から高橋さん、新潟から

小林さん等遠方よりご参加いただいた方、東京に戻られました村田さん、村井さん等久

しぶりに参力日された方をはじめとして総勢 30名近くの参力日があり賑やかな会となりま

した。

既にお孫さんがいらつしゃる方、若くて美人の奥様と再婿された方、会社を定年退職さ

れ第二の人生を歩かれている方等々近況報告に加え、昔話にも花を咲かせて楽しい時間

を過ごしました。



各期だより M13  

 

早いもので、M１３期は２０１０年で KBS 入学２０周年（卒業後 18 周年）を迎えました。今年は M13

が同窓会の会長を引き受けており、高尾さんが会長、佐々木さんが副会長に就任、その他大勢の

幹事がサポートをしております。 

 

近況報告としては新しい日吉校舎の KBS クラスルームにて去る 4 月 3 日（土）に有志が「企業戦

略研究会」と称して勉強会を開催しました。講師は M13 で最も尊敬され、かつ最年長メンバーでも

ある藤井浩二さんに依頼をしました。（藤井さんは、20年前のKBS入学試験の際、面談で某マーケ

ティング担当教授に「終わった人材はいらない」と言われた際、果敢に反撃し、５０歳代にて入学を

許可され、勤務先のリクルート社では「伝説のトレーナー」と言われている方です。） 

さて、勉強会の題材はもたざる経営で知られるミスミグループ本社、もちろん KBS 作成のケースで

す。参加メンバーは、M１３きっての会計や財務の専門家、そして著名企業の第一線にて活躍する

面々です。（参加者名：佐々木、丸森、内藤、坂巻、末松、紀谷、蔵元、井澤、阿部、藤井、高尾、

北上、園、横手、そして KBS 事務局 M２８の藤尾さん）米国に赴任になった奥様に伴って渡米して

いた井澤さんも帰任して参加という懐かしい顔ぶれとなりました。 全員ケース代の費用を払って、

真剣に討議を行いました。あらゆる経営分析が終わったところで、「成功要因についてなぜ誰もリー

ダーとは言わないのか？」と藤井さんの一言。。。それを言ってはおしまいと思って逆に我慢してい

た人事出身の自分としては苦笑。毎回気付きや発見があった昔の教室風景を思い出しました。そ

して、久しぶりに？頭を使った後は、もちろん飲み会。「たつ吉」にて、当時のように見境なくなるま

で飲んだメンバーも若干あり。そして、泥酔状態にも関わらず2次会に繰り出したメンバーもおりタク

シーでご帰宅とのこと。翌日が日曜日でよかったですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悲しいニュースとしては、M13 同期の大花朋広さんが、５月３１日に逝去されました。大花さんは

長い闘病生活を過ごしておられ、ご自身とご家族が一緒になって苦難に向き合い、生きるため戦っ

てこられました。大花ちゃん、よく頑張ったね。大花さんの人生に敬意を表し合掌。 

文責：横手仁美 



M18 期同窓会、日吉新校舎で開催 

 

卒業 1３年目を経過した本年、久しぶりに M18 期同窓会を 4 月 24 日（土）夕方に日吉キャンパスに

て開催いたしました。参加した仲間達からは「前回はいつだったっけ？」といった発現が出るくらい

久方ぶりの開催です。今回は同期の約半分（48 名）が参加するといった高い出席率のもと行われ

ました。遠方からの参加者もおり、出張を兼ねてアメリカからやこの会のために九州から参加した仲

間もいました。 

同窓会に先立って KBS 事務室の皆様にもご協力頂いてビジネススクール新校舎内を見学させ

て頂きました。立派な校舎に参加者一同驚きを隠せない様子で、図書館では自分達の修士論文

を見つけては苦労して論文をまとめた時期を思い起こして感動していた仲間もいました。校舎見学

の最後には数多くのケーススタディのディスカッションを行ってきた仲間達と当時を思い出しながら

教室での記念撮影を行いました。 

校舎見学後は HUB 日吉店で会食を行い、参加者全員が久しぶりに会った仲間の近況を報告し

あったり、残念ながら参加できなかった仲間の話題で盛り上がったりで、時間が経つ事も忘れ、「会

話が最高のご馳走」とばかりに食事もほどほどに会話に熱中していました。あらかじめ準備していた

2 次会も参加者の多くがそのまま参加して、当初予定の人数を大幅にオーバーして窮屈な場所で

の 2 次会開催といったうれしい誤算の一面もありました。参加者からは「これからは定期的に開催し

よう」「次の幹事は誰にしよう」「次はいつ行おうか」といった発言もあり、盛況裡に会を終了いたしま

した。その晩は 2 次会だけでは飽き足らずに日吉の夜の続く限り会を続けた仲間も数多く居たよう

でした。 

 



近況報告 M30 裵 英洙 

 

同窓会の皆様、はじめまして。M30 の裵 英洙（はいえいしゅ）と申します。ＫＢＳを卒業してはや

一年少しが経ちました。学友達と論じ合った日々や教官に厳しく指導されたことを懐かしく感じ始め

ています。 

私は在学中に医療系コンサルティング会社「メディファーム株式会社」を立ち上げ、現在はその

経営にＫＢＳで得た知識･経験をフル活用しております。

ＫＢＳ入学前は、外科医と病理医をしており、医学博士

号を取得後、市中病院にて勤務しておりました。その

際に感じた病院経営の非効率性やマネージメントの乏

しさからくる経営悪化を何とかしたい、との思いからＫＢ

Ｓの門を叩きました。ＫＢＳ入学後は田中滋教授の研

究室に入り、医療政策・病院経営に関してご指導を頂

きました。そして、ＫＢＳ二年次に同期の小林正宗（こ

ばやしまさむね）君とメディファーム株式会社を立ち上

げました。現在、医師として勤務しつつ、その臨床現場

の経験を活かした医療機関再生コンサルティング業務、ヘルスケア関連コンサルティング業務を行

っております。 

医療機関再生コンサルティング業務としては、私が臨床現場に立ちながら医療スタッフの組織運

営にあたりつつ経営問題を解決していく、“ハンズオン型コンサルティング”を行っております。プロ

フェッショナルの集合体である医療機関では、現場との融合なしにはベストソリューションは生まれ

ない、との経験からハンズオン型スタイルを採っております。また、ヘルスケア関連コンサルティング

としては、バイオベンチャーの経営支援、医療・介護系ＮＰＯや公益法人の運営支援、ヘルスケア

商品の開発支援、医療関連記事の執筆・出

版支援等、多岐に渡っております。ヘルスケ

ア業界はますます市場が拡大し、そのすそ野

が広がってきており、臨床現場と企業とをつ

なぐ橋渡し的な存在として様々な方面からお

声かけを頂いております。このように、医療を

取り巻く情報格差を是正することをミッションと

し、“医療の翻訳家”的な役割を果たすことを

目指しています。  

もちろん、若いベンチャーならではの、カネナシ・ヒトナシ・コネナシの荒波に揉まれております。

しかし、ＫＢＳスピリッツを胸に、大胆かつ慎重に、日本の、そして世界の医療のために貢献してい

きたいと思っております。 

また、社会起業家や社会起業家志望者を対象に「社会イノベーション研究会」を開催しておりま



す。これはＫＢＳ同期の田原慎介（たはらしんすけ）君と一緒に主催する月例勉強会です。社会起

業家のための情報交換と経営能力を磨くための会であり、毎回、社会起業家に関するケースディ

スカッションを行い、熱い議論を繰り広げております。 

さらに、藤田保健衛生大学医学部客員講師、静岡産業大学経営学部客員講師を拝命し、若手

育成のお手伝いをさせて頂いております。また、ＮＰＯ法人乳がん患者会「わかば会」理事としてが

ん患者を取り巻く状況の改善に取り組んだり、ジョンソンエンドジョンソン株式会社の Medical Affairs

（医学監査役）として、医療機器開発支援や医療関係者教育のお手伝いもさせて頂いています。 

若いベンチャー企業ではありますが、機動性とチャレンジ精神を最大限に活かしてＫＢＳ卒業生

の名に恥じぬよう、全力を尽くしていきたいと思っております。これからも諸先輩方の熱く厳しいご

指導・ご鞭撻を賜りたく存じております。よろしくお願い申し上げます。 
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